私が これから 物語ろうと 思う いきさ つ の 男女 も、 こ 

ちゅうしん 

のよう な 微笑の 初夜 を 得る ように、 私 は 衷心 から 祈つ 

ている。 

東京の 郊外に 男爵と 呼ばれる 男が いた。 としの ころ 

三十 二、 三と 見受けられ るが、 或いは、 もっと 若い の 

かも 知れない。 帝大の 経済 科 を 中途退学して、 そうし 

て、 何もし ない。 月々、 田舎から 充分の 仕送りが ある 

ので、 四畳半と 六 畳と 八 畳の、 ひとり 者と して は、 稍 

や 大きす ぎる くらいの 家 を 借りて、 毎晚 さわいで いる _ 

もっとも、 騒ぐ の は、 男爵 自身ではなかった。 訪問客 

が 多い ので ある。 実に 多い。 男爵と 同じように、 何も 



男爵と いうの は、 ^わば 綽名で ある。 北国の 地主の 

せがれに 過ぎない。 この 男 は、 その 学生時代、 二、 三 

の 目立った 事業 を 為した。 恋愛と、 酒と、 それから 或 

る 種の 政治 運動。 牢屋に いれられ たこと もあった。 自 

殺 を 三度 も 企て、 そうして 三度と も 失敗して いる。 多 

人数の 大家族の 間に 育った 子供に ありがちな、 自分 ひ 

とり を 余計者と 思い込み、 もっぱら 自分 を 軽んじて、 

甲斐ない 命の 捨て どころ を大 あわてに あわてて 捜し ま 

わって いると いうよう な 傾向が、 この 男爵と 呼ばれて 

いる 男の 身の上に も、 見受けられ るので ある。 なんで 

もい い、 一刻も早く、 人柱に して もらって、 この 世 か 



ございました。 お 国で は、 皆様お かわり ございませぬ 

でしよう かご 

男爵 は、 やっと 思い出した。 

なまり 

「あ、 とみ、 とみ だね ご 田舎の 訛が 少し 出た ほど、 

それほど 男爵 は、 あわてていた。 十 年 まえ、 とみ は、 

田舎の 男爵の 家で 女中 をして いた。 かれが 高等学校に 

はいった ばかりの ころで、 暑中休暇に 帰省して みたら、 

痩せて 小さく、 髪が ちぢれて、 眼の きびしい 十六 七の 

小間使い がいて、 これが、 かれの 身の まわ リを 余りに 

親切に 世話した がるので、 男爵 は、 かえって うるさく、 

ぎゃくた い 

いやらしい ことに 思い、 こ と) J とに 意地悪く 虐待 した。 



えず 訪問客に なやまされ ている 人の、 これが、 口癖に 

なって いるの かも 知れぬ。 

相手の 女 も、 多少、 興奮して いる 様子であった。 男 

爵の その 白痴め いた 寝言 を、 気に もとめず、 

「新 やん こそ、 よくお いで 下さいました。 あたし、 ゆつ 

くりお 話 申し あげたい のです けれど、 いま、 とっても 

いそがし いので、 あ、 そうそう、 九 時に ね、 新橋 駅の 

まえで お待ち 申して 居ります。 ほんの、 ちょっと でよ 

ろしゅう ございま すから、 あの、 ほんと に、 お願い 申 

しあげます。 おいやでしょう けれど、 ほんと にご あた 

りに 気 をく ばりながら、 口早に S くそう 懇願す る 有 K 



まるで、 口 もき かずに、 ずんずん 歩いた。 とみ は、 ほ 

とん ど龃 ける ようにして その あと を 追いながら、 右 か 

ら 左から、 かれの 顔 を視き 込んで は、 際限な くいろ い 

ろの 質問 を 発した。 おもに、 故郷の ことに 就いて で 

あった。 男爵 は、 もう 八 年 以上 も 国へ 帰らずに 居る の 

で、 故郷の こと は、 さっぱり 存じなかった。 それゆえ、 

さあ、 とか、 あるいは、 とか、 頗る いい加減な 返答 を 

して 堪えて いたが おしまいに は、 それ もめん どうく さ 

く、 めちゃめちゃ になって Asyousee など、 英語が 飛 

び 出したり して、 もう 一 刻 も 早く、 おわかれ したくな つ 

て 来た。 そのうちに、 とみ は、 へんな こと を 言い はじ 



ば、 ごく じみな 背広 姿が よい。 色つ きの ワイシャツ や 

赤い ネクタイ など、 この場合、 極力 避けなければ なら 

ぬ。 私の いま 持って いる 衣服 は、 あの だぶだぶの ズボ 

ン とそれ から、 鼠い ろの ジ ヤン パ— だけで ある。 そ 

れっきり である。 帽子 さえ 無い。 私 は、 そんな 貧乏 画 

家 か、 ペンキ 屋 みたい な 恰好して、 今夜 も 銀座で お茶 

を 飲んだ ので あるが、 もし、 この 服装の ままで 故郷へ 

現われる ものなら、 家の人た ち は、 恥 かし さに 身 も 世 

も あらぬ 思い をす るであろう。 私 は、 服装に 就いて 困 

かりぎ 

窮 する。 そうして 奇妙な 決心 をす る。 借 衣で ある。 私 

は、 並より 少し 背が S いほうな ので、 こういう 場合で 



も 御 相談 いたした く、 ほかにた の む 身寄り も) y ざい ま 

せぬ ゆえ、 厚かまし いと は 存じながら、 お願い。 

坂 井新 介 様。 

とみ。 

助監督の S さんから も、 このごろお 噂 うけたまわ つ 

て 居ります。 男爵と いう ニック ネ— ム なんです つてね 

おかしい わ。 

男爵 は、 寝床の 中で それ を 読んだ。 はじめ、 まず、 

笑った。 ひどく 奇怪に 感じた ので ある。 とみ も、 都会 

の モダン ガ— ル みたい に、 へんな 言葉 づ かいの 手紙 を 

書く、 という ことが、 異様に もの 珍ら しく、 なかなか 



いて、 —— 」 

「さっさと 言ったら いいだろう。 おまえ は 一 たい 僕 を 

なんだ と 思つ てんだい。 むかしから おまえに は、 こん 

な 工合に、 なんの かのと、 僕に うるさく かまいたがる 

癖が あつたね。 よくない よ。 僕に は、 からかわれ てい 

ると しか 思われな いご むやみに 腹が立つ ので ある。 

「いいえ。 決して そんな ご 必死に 打ち消し、 「お願い 

がご ざいます。 ひとつ、 弟に 説いて やって 下さる わけ 

に ま、 1 

「僕が、 かい。 何 を 説 くんだ ご 

とほう 

とみ は、 途方に くれた 人の ように 窓外の 葉桜 を だ 



た f J とが ござ います。 お忘れに な つたこと と 思い ます 

がご 

「ああ、 君 は、 とみやの 弟さんで すね ご 

「ええ、 そうです。 何 か 僕に、 お 話が あると かご 

男爵 は 覚悟 をき めた。 

「あるよ。 あると も。 言って 置く けれどもね、 僕 は、 

いま、 非常に 不愉快 なんだ。 実に、 どうに も、 不愉快 

だ。 君の 姉さん は、 あれ は、 ばか だよ。 僕 は、 君の 味 

方 だ。 僕 は、 もの を 隠して 置け ない たちだから、 みん 

な 言 つ ちまう がね、 君の 姉さん は、 ちかく 結婚した い つ 

ていうん だ。 相手 は、 なかなか 立派な 人なん だそう だ。 



うか。 ひとのこ とより、 まず ご 自分の 救済 をして 下さ 

い。 そうして 僕たちに 見せて 下さい。 目立たない こと 

であっても、 僕たち は 尊敬し ます。 どんなに ささやか 

でも、 個人の 努力 を、 ちから を、 信じます。 むかし、 

こんとん ふち 

ばらばらに 取り壊し、 渾沌の 淵に 沈めた 自意識 を、 単 

純に 素朴に 強く 育て 直す ことが、 僕たちの 一ばん 新し 

い 理想に なりました。 いまごろ、 まだ、 自意識の 過剰 

だの、 二 ヒル だの を 高尚な y J と みた いに 言 つてい る 人 

は、 たしかに 無智です ご 

「や あご 男爵 は、 歓声に 似た 叫び を あげた。 「君 は、 

君 は、 はっきりそう 甲 3 うか。 I 



底本： 「太宰 治 全集 2」 ちく ま 文庫、 筑摩 書房 

1988 (昭和 S) 年 9 月^日 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本： 「筑摩 全集 類聚 版 太宰治 全集」 筑摩 書房 

1975 (昭和^) 年 6 月〜 1976 (昭和 S) 年 6 

月刊 行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 小 林繁雄 

1999 年 9 月 M 日 公開 

2 oo 5 年^ 月^日 彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



